
 
 
 

学び続けるコミュニティを広げるべく、 

教職⼤学院⽣である⾼校・中学校の先⽣⽅や他園の先⽣⽅と 

協働して「遊び」について探究しました。 

 
 
 

2021 年 8 ⽉ 2 ⽇ 拡⼤園内研修  
午前の部 「遊びになるということ」 

 

世界中で幼稚教育の価値が⾒直されているのは⽇本でも同じだった！ 
「遊び」とは何か、「遊びになる」とはどういうことなのか、 
「帯紙」という対象と向き合う中で、 
次第に「遊びになる」ことの体感を⾔語化していく学校教師と、 
どうみとりどう援助したのかを⾔語化する幼稚園教師が、 
異質な他者として対話し、互いの教育観や⼦供観の違いを実感しながら 
「遊びになるということ」について探究を深めました。 
 
「遊ばされる」のではなく「遊びになる」ということは 
「学ばされる」のではなく「学ぶ」のであるということにつながり、 
そこには場を作り、学びを⽀える者としての教師の役割があるということを 
新たな研修スタイルの中で各々が実感していきました。 

 


